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4. 研究課題の概要（300字程度） （申請書から変更がある場合は、変更点が分かるように明記してください） 

 

本研究課題は、近年注目を集める Structure from Motion （以下；SfM）の技術を応用し、徳島市立徳島城博

物館が所蔵する近世から近代にかけて製作された甲冑を 3 次元的にデジタルアーカイブすること、その成果を

公開することが目的である。甲冑をはじめとした文化財・収蔵品は、ガラスケース内での展示やカタログ用の写

真撮影といった従来の方法では、一定方向の視点からのみしか見ることができない。しかし、甲冑は数十の部

位から構成されており、その各部位一点一点が精巧に作られており、さらには裏側にも魅力的な表装が施され

ているものも多い。これらを一般に伝えることを模索した際、SfM を活用したデジタルアーカイブに取り組むこと

を考えた。この技術を援用することで、多様な視点から甲冑を閲覧できる３D モデルデータを作成して、PC の画

面やモバイル端末を通して閲覧できるようにしたい。本研究課題では、徳島市立徳島城博物館が所蔵する「紫

糸威大鎧」をはじめとした甲冑群の 3 次元計測、モデル化、閲覧システムの構築、そして一般に公開することま

でを目指す。将来的には、代々の蜂須賀家藩主が身に着けたとされる甲冑の実物展示を見ながら、モバイル

端末で３D モデルを見るといった博物館展示の新しい取り組みとしても期待される。 
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5. 研究成果の概要 （この項は、本センターのホームページ・紀要等で公開することがあります） 

2020年度は、徳島城博物館が所蔵する最も代表的な甲冑である「紫糸威大鎧」と「紫糸威胴丸具足 六十二

間筋兜付」の 3D モデル作成に取り組んだ。これらの甲冑 2 点の 3D モデル作成の手順は次の通りである。 
① デジタルカメラでの撮影 

11 月 6・7 日の２日間で、徳島城博物館の多目的スペースを利用して撮影を実施した。甲冑 1 領につき 11 の

過程で組みあがっていく様子がわかるように、過程ごとにあらゆる角度からカメラを細かく動かしながら撮影を

行った。１つの過程に対して 200~300 枚程度の写真が撮影された。 
② 3 次元モデルの作成 
撮影した画像データを外付けハードディスクに保存して持ち帰り、SfM ソフトウェアを利用して点群データ生

成の演算を行った。 
③ PC/モバイル端末での閲覧 

点群化したデータをもとに可視化を行い、各部位の閲覧用データを作成した。 
 

なお、昨年度の 2019 年度に実施した撮影・計測において、金属や漆などの部材が含まれた部位の点群生成

において、エラーが発生するケースが見られたが、今年度はこの点についても撮影方法を改善するなどして、

精巧な点群データを生成することができた。 
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